
小学生スーパーホッケー交流会
　奥出雲町が振興するスーパーホッケーを通じた、冬期間
の体力づくりと児童同士の交流を目的に、2月3日に町民体
育館で「小学生スーパーホッケー交流会」を開催しました。
　当日は町内小学校6年生による混合チームを編成し試合
を行いました。児童同士すぐに打ち解け、声を掛け合いなが
らプレーする姿や、得点後にハイタッチを交わす様子が見
られ、来年度中学生となる児童たちの絆を深める機会とな
りました。
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【
お
問
い
合
わ
せ
】 

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
推
進
１
・
２
係
　電
話
： 

５
４
–
２
７
８
１   

有
線  

： 

３
１
–
５
０
０
０

（
内
線
５
１
４
１
、５
１
４
２
）

　長年
に
わ
た
り
環
境
整
備
活
動
や
町
の
文
化
伝
承
と
地
域
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
皆
様
方
に
対
し
、
奥
出
雲
町
町
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
、

６
名
の
方
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　第
30
回
中
国
中
学
生
選
抜
剣
道
大
会
が

12
月
７
日
に
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　12
月
６
日
は
錬
成
会
、
12
月
７
日
が
本

大
会
で
、
中
国
地
方
各
県
か
ら
男
女
各
24

チ
ー
ム
、
約
３
０
０
名
が
参
加
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
試
合
は
３
校
に
よ

る
予
選
リ
ー
グ
の
上
位
１
位
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
出
す
る
ル
ー
ル
で
行
わ

れ
、
本
町
か
ら
は
仁
多
中
、
横
田
中
の
生

徒
が
出
場
し
ま
し
た
。

　上
位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
の
強
化
に
つ
な
が
る
良
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

日
刀
保
た
た
ら
操
業

　鳥
上
の
日
刀
保
た
た
ら
で
１
月
21
日
、

火
入
れ
式
が
あ
り
、
今
年
の
た
た
ら
操

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　操
業
の
安
全
と
成
功
の
祈
願
の
後
、

堀
尾
薫
村
下
が
「
初
種
」
を
投
入
さ
れ

ま
し
た
。
操
業
は
堀
尾
村
下
を
は
じ
め

と
す
る
12
人
で
、
１
回
の
操
業
で
三
日

三
晩
か
け
て
砂
鉄
と
木
炭
を
交
互
に
入

れ
る
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　操
業
は
三
代
（
３
回
）
行
わ
れ
、
出

来
上
が
っ
た
「
鉧
（
鉄
の
塊
）」
に
含
ま

れ
る
上
質
な
鋼
を
「
玉
鋼
」
と
呼
び
、

全
国
の
刀
匠
に
日
本
刀
の
原
材
料
と
し

て
送
り
届
け
ら
れ
ま
す
。

　堀
尾
村
下
は
、「
日
本
の
伝
統
と
文
化

を
守
り
、
次
世
代
へ
の
継
承
と
玉
鋼
を

生
み
出
す
こ
と
を
一
丸
と
な
っ
て
や
り

抜
く
」
と
、
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

た
ま
は
が
ね

け
ら

む
ら  

げ

　株式会社太陽建設コンサルタント様から町に対し、１００万円の企業版ふる
さと納税によるご寄附をいただきました。
　同社は「積極、努力、誠実」を社是とし、測量・調査・設計・保全を通じて公共
インフラを包括的に支え、安心して暮らせる地域づくりに
取り組まれています。
　この度いただきましたご寄附は「稼ぐ地域をつくり、奥出
雲町で安心して働けるようにする事業」に活用させていた
だきます。

▲株式会社太陽建設コンサルタント
　代表取締役 福岡宏晃様(右)

企業版ふるさと納税によるご寄附をいただきました

株式会社太陽建設コンサルタント様

　健康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議
で
は
、
職
場
や
地
域
で
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
・
団
体
の

取
組
み
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
や
会
員
の
皆
様
が
長
年
に
わ
た
り
健
康
づ
く
り
活
動
を
実
践
し
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
今
年
度
は
奥
出
雲
町
か
ら
1
事
業
所
と
2
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議

令
和
７
年
度
健
康
づ
く
り
活
動
表
彰（
県
表
彰・圏
域
表
彰
）を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
！

…
…
…
…
…
…
 

町
で
は
、住
民
の
方
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。活
動
内
容
等
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 ……

…
…
…
…
 

〔活動期間〕　１０年

〔活動の内容〕　労災防止と健康増進を目
的に、毎日朝礼時に専門家監修の健康体
操を実施。事業用車両に乗務する前には、
点呼時に血圧測定・体調確認を行い、従
業員の健康と安全を守る仕組みを強化し
ている。

「株式会社 まるきょう」県会長賞
（県表彰：職域部門）

〔活動期間〕　令和元年 6月～ 
                                     （活動年数６年）
〔活動の内容〕　絆を深めながら運動、学習な
ど、生きがいに繋げることを目的に、月に１回
「かめさんサロン」を開催。当初は２５名程度
だった参加者は現在４３名程度に増加し、地区
内でも認知され、色々な波及効果がみられて
いる。体操や健康教室等のレクリエーションを
通じて、心身の健康づくりを行っている。

〔活動期間〕　令和元年７月～
                                （活動年数６年）
〔活動の内容〕　毎週１回集会所に集まり、
おもりを活用した体操（奥出雲いきいき体
操）を行っている。定期的に体力測定等を行
い、理学療法士や保健師による直接指導を
受けている。参加者の健康づくりやフレイル
予防だけではなく、お互いに顔を合わせる
ことで交流の場や見守りの場となっている。

「亀嵩地区 小さな拠点づくり委員会」圏域継続賞
（雲南圏域表彰：地域部門）

圏域継続賞
（雲南圏域表彰：地域部門）

「雨川いきいき体操」

長年の功績を称
え 感謝状贈呈

「
た
た
ら
製
鉄
」に

必
要
な
木
炭
づ
く

り
、
鉄
穴
流
し
等

文
化
伝
承
や
し
い

た
け
栽
培
を
通
じ

た
食
育
等
に
関
わ

る
地
域
学
習
と
地

域
振
興

地
域
資
源
ブ
ラ

ン
ド
化
を
通
じ

た
新
た
な
地
域

産
業
の
創
出
と

町
内
外
に
対
し

て
町
の
地
域
振

興
の
発
展
と
地

域
経
済
の
裨
益

よ
こ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
の
環
境
整
備

と
利
用
者
の
健

康
増
進

吾
妻
山
歩
道
の
環

境
整
備

（
写
真
は
ご
子
息

の
朋
実
さ
ん
）

よ
こ
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
の

環
境
整
備
と
利
用

者
の
健
康
増
進

「
布
」を
利
用
し
て

故
郷
奥
出
雲
町
の

文
化
伝
統
、
自
然

環
境
、
暮
ら
し
の

伝
承

嵐
谷 
勝
義
さ
ん

吉
川 

光
則
さ
ん

加
藤 

義
章
さ
ん

吉
川
し
の
ぶ
さ
ん

▲選手宣誓をする　内田冬馬さん（仁多中）石倉咲菜さん（横田中）

荒
井 

昌
洋
さ
ん

井
上 

裕
義
さ
ん

第
30
回
中
国
中
学
生
選
抜

剣
道
大
会
開
催

（公財）日本美術刀剣保存協会
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ふるさと応援団！　

　令
和
７
年
12
月
30
日
、伝
統
産
業
会
館
に
お
い

て「
25
歳
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
集
い
は
、20
歳
の
集
い
以
来
集
ま
る
機
会

が
減
り
、町
や
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る

こ
と
か
ら
、25
歳
の
節
目
に
集
い
の
場
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、出
身
者
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　当
日
は
、奥
出
雲
町
出
身
の
25
歳
14
名
が
集
ま
り
、町
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
後
、参
加
者
同
士
で
近
況
を
報
告
し
合
っ
た

り
、ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　懐
か
し
い
顔
と
の
再
会
は
、改
め
て„
町
と
の
つ
な
が
り
“„
人

と
の
つ
な
が
り
“と
し
て
実
感
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　町
で
は
継
続
し
て
こ
の
集
い
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、こ

の
よ
う
な
機
会
を
き
っ
か
け
に
、ふ
る
さ
と
を
見
直
し
Ｕ
タ
ー

ン
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　現在町の出身者会は、関東、関西、瀬戸内の 3地域で結成されて
おり、各地で活発な交流が行われています。
　今年度もそれぞれ総会が開催され、町長や町議会議長をはじめ
町からも関係者が出席し、同郷の方々と親睦を深める貴重な機会
となりました。
　参加された皆さんは、久しぶりに再会した同郷の仲間と故郷の
思い出話に花を咲かせ、大変和やかで盛り上がる会となりました。
　なお、各地域の出身者会は新たな会員を随時募集しています。ご
親戚やお知り合いに是非お知らせください。お問い合わせなど詳
しくは役場定住産業課（電話：54-2524）までお願いします。

人
権
擁
護
委
員
に

１
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
に

１
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　千
葉
朋
子
さ
ん（
亀
嵩
）が
１
月
１
日
付
け

で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。任
期
は
３
年
で
す
。

　奥
出
雲
町
で
は
６
名
の
人
権
擁
護
委
員
が

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
、
学
校
訪
問
な
ど

の
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
久
井
　   

一
さ
ん （
亀
嵩
）
　

・
長
谷
川
恵
美
子
さ
ん （
三
成
）

・
千
葉
　朋
子
さ
ん （
亀
嵩
）
　
　

・
廣
田
　孝
子
さ
ん （
馬
木
）

・
森
長
　洋
二
さ
ん （
阿
井
）
　
　

・
本
山
　宏
人
さ
ん （
馬
木
）

人権イメージキャラクター
人 KENまもる君

人権イメージキャラクター
人 KENあゆみちゃん

人
権
を
考
え
る
町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た！

　毎
年
12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
の
１
週
間
は
人
権
週
間
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
奥
出
雲
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
人
権
を
考
え
る
町
民
の
つ

ど
い
を
12
月
13
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
募
集
し
た
人
権
標
語
及
び
人
権
イ
ラ

ス
ト
の
優
秀
作
品
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
標
語
部
門
に
７
３

６
点
、
イ
ラ
ス
ト
部
門
に
26
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
作
品
は
左
記
の

と
お
り
で
し
た
。
昨
年
か
ら
設
け
ら
れ
た
標
語
「
小
学
生
の
家
族
の
部
」

に
は
47
点
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
取
組
を
通
し
て
家
族
で
一
緒
に
人
権
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
審
査
員
を

代
表
し
て
奥
出
雲
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
福
田
充
雄
会
長
が
「
作
品

づ
く
り
を
通
し
て
学
校
や
家
庭
、
地
域
で
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
表
彰
式
の
後
に
は
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
講
演
会
を

実
施
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
啓
発
講
師
の
佐
藤
み
ど
り
さ
ん
を
お
招
き
し
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
と
し
て
ご
自
身
の
経
験
を
ふ
ま

え
な
が
ら
、
全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　奥
出
雲
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
今

後
も
継
続
し
て
町
の
人
権
教
育
推
進
の
た
め
の

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

▲佐藤みどりさん講演の様子▲佐藤みどりさん講演の様子

講演会内でのディスカッション　
タイムの様子▶

▲家族の部の表彰

▲表彰される藤原亜咲子さん

【
標
語
の
部
】

【
イ
ラ
ス
ト
の
部
】

『
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　
　画
面
の
先
に
も

　
　
　
　
　
　
　人
は
い
る
』

部
田
唯
月
さ
ん
（
横
田
高
校
２
年
）

へ  

た  

い
つ
き

藤
原
亜
咲
子
さ
ん

    

（
阿
井
小
6
年
）

ふ
じ
は
ら
あ   

さ  

こ

奥
出
雲
町
の
人
権
擁
護
委
員

第２回 25歳の集いを●●

▲藤原亜咲子さんの作品

開  催

各地で
町出身者会
　　 が開催
各地で
町出身者会
　　 が開催

東京奥出雲会

11月8日
アルカディア市ヶ谷

（東京都千代田区）で開催
約70名が参加

11月22日
ホテル日航大阪

（大阪市中央区）で開催
約120名が参加

1月17日
広島ガーデンパレス
（広島市東区）で開催
約40名が参加

関西奥出雲会 瀬戸内奥出雲会
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今
回
の
振
替
は
次
の
通
り
で
す
。

　〇
固
定
資
産
税（
４
期
）

　〇
国
民
健
康
保
険
税（
８
期
）

　〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　○
情
報
通
信
使
用
料

　○
上
水
道
使
用
料

　○
下
水
道
使
用
料

　○
住
宅
使
用
料

　○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　○
住
宅
共
益
費

　○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

税
金・使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

２
月
分
の
口
座
振
替
は

　
　
３
月
２
日（
月
）で
す
。

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　き、今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た
だ

　
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
使
用
人
数
の
変
更（
転
入
・
転
出
・

出
生
・
死
亡
）が
あ
っ
た
場
合
は
、速
や

か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出
を
し
て
下

さ
い
。使
用
人
数
に
よ
っ
て
使
用
料
金

が
変
わ
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
業・合
併
）

に
つい
て

広
げ
よ
う「
里
親
」の
輪

「
いつ
か
」を「
い
ま
」に
。

い
ま「
里
親
」に
な
ろ
う

　い
ま
、
日
本
に
は
親
と
離
れ
て
暮
ら

す
こ
ど
も
た
ち
が
、約
４
万
２
千
人
い
ま

す
。「
里
親
制
度
」
は
様
々
な
事
情
で
家

族
と
暮
ら
す
こ
と
が
難
し
い
こ
ど
も
を

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
あ
た
た
か

く
育
て
る
制
度
で
す
。

　子
ど
も
の
成
長
に
は
隣
で
応
援
し
て

く
れ
る
大
人
が
必
要
で
す
！

　詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う

方
は
こ
ど
も
家
庭
支
援
課

ま
た
は
出
雲
児
童
相
談
所

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
ど
も
家
庭
支
援
課

　

　電
話

：

５
４-

２
５
０
４

　有
線

：

３
１-

５
０
０
０

　
　
　（内
線
５
１
６
３
）

●
出
雲
児
童
相
談
所

　

　電
話

：

０
８
５
３-

２
１-

０
０
０
７

【
お
問
い
合
わ
せ
】

令和8年4月から全国で

が始まります。
こども誰でも通園制度とは？

全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭に対して、
保護者の多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化するため創設された新たな
通園制度です。（参考：こども家庭庁HP　https：//www.cfa.go.jp/policies/hoiku/daredemo-tsuen）

対象者
保育所等に通っていない0歳6ヶ月～満3歳未満が対象

利用方法
月10時間の枠内で時間単位で柔軟に利用可能
※専用のシステムで申請・決定を行います。詳細については、奥出雲町HPをご確認ください。

利用料
300円／時間　※変更になる場合があります。

一時預かり事業が、「保護者の立場からの必要性」に対応するものであるのに対して、こども誰でも
通園制度は、保護者のために「預かる」ものではなく、家庭にいるだけでは得られない様々な経験を
通じて、こどもが成長していくように、こどもの育ちを応援することが主な目的です。

一時預かりとの違い

【お問い合わせ】　こども家庭支援課　電話：54-2504 

広報 奥出雲 6広報 奥出雲7

　毎年3月は、大切な人のこころといのちを守るための「自死対策強化月間」です。
　3月から4月は、進学や就職、転勤または家族や友人の旅立ちなどで生活環境が大きく変化し、心が疲
れやすく、ストレスや不安を抱える人が多くなります。ひとりで悩まず、信頼できる人や公的な機関に
相談してみませんか？

島根いのちの電話

相談窓口 電　話 受付時間・開催日時等

（0852）26-7575 月～金曜　9：00～22：00
土曜9：00～翌日曜22：00（年中無休）

臨床心理士による
こころの健康相談

◆要予約
 （0854） 54-2781

毎月第1月曜（原則）　14：00～15：00
役場仁多庁舎
※町広報の行事予定の欄をご確認ください

こころの健康＆
もの忘れ相談

◆要予約
 （0854）42-9642

毎月第1水曜日又は第3火曜日
13：00～15：00　雲南保健所
※町広報の行事予定の欄をご確認ください

まもろうよこころ（厚生労働省ウェブサイト）

電話やSNSの相談窓口などの
情報が掲載されています。

●身近にこんな人はいませんか？
□表情が暗く元気がない
□体調不良（体の痛みや倦怠感）を訴えることが
　増えた
□仕事や家事の能率が低下、ミスが増えた
□人付き合いを避けるようになった　　　　　　　　
□遅刻や欠勤が増えた　　　　　　　　　　　　　　
□趣味や外出をしなくなった　　　　　　　　　　　
□食欲がない、飲酒量が増えた　　など　

お問い合わせ：代表 桑原
（090-4692-5960：24時間対応）

大切な人を自死で突然失う衝撃、誰にも話せないその悲痛
などを遺族だけで語り合う集いを開催しています。どうか
一人で悩み苦しまないでください。

◆日程・会場（いずれの会場も14：00～【予約不要】）
 2月28日（土）益田：益田市学習センター
 3月14日（土）出雲：出雲市民会館
 3月21日（土）浜田：浜田市総合福祉センター

しまね分かち合いの会・虹
（自死遺族自助グループ）

しまね分かち合いの会・虹
（自死遺族自助グループ）

「ゲートキーパー」とは、悩んでいる人のサイ
ンに気づき、話を聴いて、必要な支援につなげ、
そして見守ることで“大切な人のこころを支える
人”のことです。誰でもゲートキーパーになるこ
とができます。町では、町民の方を対象にゲート
キーパー養成研修を行っています。保健師が、心
の健康や悩んでいる人への接し方についてお話し
します。地域やグループでの学習会、事業所での
研修など、お気軽にお問い合わせください。

【お問い合わせ】健康福祉課　電話：54-2781

●あなたも「ゲートキーパー」に
　なりませんか？

3月は「自死対策強化月間」です　

・声をかけ、話を聴きましょう
・下記の相談窓口などを紹介する
のも方法です。

このような様子に気づいたら…
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お問い
合わせ

松江労働基準監督署
電話：0852-31-1165

出雲労働基準監督署
電話：0853-21-1240

浜田労働基準監督署
電話：0855-22-1840

益田労働基準監督署
電話：0856-22-2351

島根県の最低賃金改定のお知らせ
島根県内の事業場で働くみなさんの最低賃金が改定されました。

【特定最低賃金】 下記の産業に該当する事業場で働く労働者には、それぞれの特定最低賃金（産業別）が
適用されます。

効力発生日時間額特定最低賃金件名

R7.12.13

R7.12.19

R7.12.14

R7.12.28

R7.11.26

１，１６３円

１，１３４円

１，０５８円

１，０９４円

１，０６９円

次回の改定が行われるまで、令和7年11月17日から
島根県最低賃金１，０３３円が適用されます

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業

自動車・同附属品製造業

百貨店、総合スーパー

自動車（新車）小売業

はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

効力発生日：令和7年11月17日

島根県最低賃金 島根県内の事業場で働くすべての労働者に、この島根県
最低賃金が適用されます時間額　１，０３３円

※詳しくは、島根労働局賃金室（電話：0852‐31‐1158）又は最寄りの各労働基準監督署にお問い合わせください。

横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

　1
月
17
日（
土
）と
18
日（
日
）に
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、横
田
高
校
で
は
1
月
15
日（
木
）に
、受
験
す
る
22
名

の
生
徒
を
対
象
に
校
内
激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　冒
頭
に
安
食
校
長
か
ら
、「
自
分
自
身
、
全
て
は
こ
の
試
験
が
人
生

の
出
発
点
と
な
り
、
当
時
必
死
に
頑
張
っ
た
こ
と
が
そ
の
後
の
教
員

人
生
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
。ま
た
、
結
果
も
大
切
だ
が
、
皆
の
こ

れ
ま
で
の
頑
張
り
が
必
ず
人
生
の
大
き
な
財
産
に
な
る
。」と
激
励
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　次
に
寺
井
教
頭
よ
り
、「
周
囲
の
様
子
が
気
に
な
っ
て
集
中
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
が
、〝
気
に
し
な
い
勇
気
〞
を
持
っ
て
臨
ん
で
欲
し

い
。こ
れ
で
人
生
が
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
、自
分
が
で
き
な
い
問
題

は
周
り
も
で
き
な
い
か
ら
大
丈
夫
。」と
い
う
心
構
え
に
つ
い
て
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
三
年
学
年
部
の
教
員
、
進
路
指
導
部
の
教
員
か
ら
も
各
々

の
経
験
等
を
元
に
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。渡
部
学

年
主
任
か
ら
は
、
敢
え
て
自
身
の
他
愛
の
な
い
受
験
時
の
思
い
出
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
生
徒
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
、
心
が
軽
く

な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。そ

し
て
最
後
は
伊
藤
進
路
指
導
部

長
か
ら
の
音
頭
で
「
五
本
締
め
」

と
い
う
趣
向
を
凝
ら
し
た
景
気

づ
け
を
皆
で
行
い
、受
験
に
向
か

う
心
構
え
が
整
い
ま
し
た
。

　生
徒
は
共
通
テ
ス
ト
後
に
、各

自
志
望
す
る
大
学
を
受
験
し
、3

月
1
日
に
は
卒
業
式
を
迎
え
ま

す
。奥
出
雲
の
地

で
学
ん
だ
こ
と

を
糧
に
、今
後
大

き
く
社
会
に
羽

ば
た
い
て
行
っ

て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　1
月
17
日（
土
）と
18
日（
日
）に
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、横
田
高
校
で
は
1
月
15
日（
木
）に
、受
験
す
る
22
名

の
生
徒
を
対
象
に
校
内
激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　冒
頭
に
安
食
校
長
か
ら
、「
自
分
自
身
、
全
て
は
こ
の
試
験
が
人
生

の
出
発
点
と
な
り
、
当
時
必
死
に
頑
張
っ
た
こ
と
が
そ
の
後
の
教
員

人
生
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
。ま
た
、
結
果
も
大
切
だ
が
、
皆
の
こ

れ
ま
で
の
頑
張
り
が
必
ず
人
生
の
大
き
な
財
産
に
な
る
。」と
激
励
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　次
に
寺
井
教
頭
よ
り
、「
周
囲
の
様
子
が
気
に
な
っ
て
集
中
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
が
、〝
気
に
し
な
い
勇
気
〞
を
持
っ
て
臨
ん
で
欲
し

い
。こ
れ
で
人
生
が
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
、自
分
が
で
き
な
い
問
題

は
周
り
も
で
き
な
い
か
ら
大
丈
夫
。」と
い
う
心
構
え
に
つ
い
て
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
三
年
学
年
部
の
教
員
、
進
路
指
導
部
の
教
員
か
ら
も
各
々

の
経
験
等
を
元
に
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。渡
部
学

年
主
任
か
ら
は
、
敢
え
て
自
身
の
他
愛
の
な
い
受
験
時
の
思
い
出
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
生
徒
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
、
心
が
軽
く

な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。そ

し
て
最
後
は
伊
藤
進
路
指
導
部

長
か
ら
の
音
頭
で
「
五
本
締
め
」

と
い
う
趣
向
を
凝
ら
し
た
景
気

づ
け
を
皆
で
行
い
、受
験
に
向
か

う
心
構
え
が
整
い
ま
し
た
。

　生
徒
は
共
通
テ
ス
ト
後
に
、各

自
志
望
す
る
大
学
を
受
験
し
、3

月
1
日
に
は
卒
業
式
を
迎
え
ま

す
。奥
出
雲
の
地

で
学
ん
だ
こ
と

を
糧
に
、今
後
大

き
く
社
会
に
羽

ば
た
い
て
行
っ

て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

共
通
テ
ス
ト

　
　激励
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

【お問い合わせ】  農業委員会事務局　電話：52-2680　有線：20-4000（内線4333）

農業委員会からのお知らせ

農地の貸し借りの手続きが変わりました
　令和7年4月以降、相対による貸借契約が廃止され、農地中間管理事業または農地法3条での
貸し借りとなりました。
■相対による契約とは、出し手（地権者）と受け手（耕作者）の2者間による貸し借りです。
■農地中間管理事業とは、出し手と受け手が農地中間管理機構（しまね農業振興公社）を介して貸し借
りをする契約です。
■現在契約中の相対契約は、契約期間満了まで有効です。満了後は原則、農地中間管理事業による契約
となります。
■契約期間が満了する月の概ね2か月前に、出し手と受け手の方に、契約の終期通知を送付します。
■新規契約、更新等のお手続きは農業委員会までお願いします。

☆農地中間管理事業の貸し借りについて分からないことがありましたら、
　農業委員会事務局または地元の農業委員、農地利用最適化推進委員にご相談ください。

農地貸し付け

賃料

農地貸し付け

賃料

農地中間管理事業による貸し借り農地中間管理事業による貸し借り
令和7年4月から

農地の出し手
（地権者）

農地中間管理機構
【しまね農業振興公社】

農地の受け手
（耕作者）

【お問い合わせ】環境政策課　電話：５４-２５１３

　奥
出
雲
町
で
は
、使
い
終
わ
っ
た
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
は
可
燃
ご
み（
燃
や
せ
る
ご
み
）と
し
て
回

収
し
て
い
ま
す
。

　使
い
捨
て
カ
イ
ロ
の
中
身
に
は
、鉄
粉
・
活
性

炭
・
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
な
ど
、植
物
に
良
い
成

分
が
含
ま
れ
て
お
り
、土
壌
改
良
剤
と
し
て
自
宅

で
再
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。パ
ッ
ケ
ー
ジ

に「
土
壌
改
良
剤
と
し
て
使
用
で
き
る
」と
表
示

さ
れ
て
い
る
製
品
は
、砕
い
て
そ
の
ま
ま
土
に
混

ぜ
て
使
用
で
き
ま
す
。た
だ
し
、
多
く
の
製
品
に

は
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、そ
の
ま
ま
使
用

せ
ず
塩
抜
き
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
塩
抜
き
の
方
法
】

①
完
全
に
冷
め
た
カ
イ
ロ
を
袋
ご
と
も
み
砕

き
、中
身
を
取
り
出
し
ま
す
。

②
コ
ー
ヒ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
を
2
〜
3
枚
重
ね

て
ド
リ
ッ
パ
ー
に
セ
ッ
ト
し
、
カ
イ
ロ
の

中
身
を
入
れ
ま
す
。

③
水
を
1
5
0
〜
2
0
0
cc
程
度
、
ゆ
っ
く

り
注
い
で
塩
分
を
ろ
過
し
ま
す
。

④
ろ
過
後
の
中
身
を
土
に
混
ぜ
て
使
用
し
ま

す
。

　コ
ー
ヒ
ー
か
す
や
茶
殻
は
、未
処
理
の
ま
ま
土

に
ま
く
と
土
中
の
窒
素
を
消
費
し
植
物
の
生
育

を
妨
げ
る
た
め
、発
酵
処
理
が
必
要
で
す
が
、使

い
捨
て
カ
イ
ロ
は
比
較
的
簡
単
に
再
利
用
で
き

ま
す
。

　な
お
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に「
土
に
ま
か
な
い
で
く

だ
さ
い
」な
ど
の
記
載
が
あ
る
場
合
は
、
無
理
に

再
利
用
せ
ず
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
の
回
収
を

行
っ
て
い
る
「
一
般
社
団
法
人
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」へ
梱
包
し
て
送
付
す
る
と
、
水
質

浄
化
剤
な
ど
の
製
造
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

使
い
終
わ
っ
た

「
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
」の
処
分
と

　
　
　
　
　再利
用
に
つ
い
て
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みんなの掲示板３
月
の

行
事
予
定

有
線
電
話
番
号
簿

【
掲
載
変
更
】

○
阿
井
・
鋳
物
屋
（
６
１
–
０
０
３
０
）

　
　井
上

　裕
義

　
　
　
　
　
　←

　
　井
上

　和
子

○
鳥
上
・
日
向
側
（
２
０
–
１
１
５
８
）

　
　荒
木

　太
三
郎

　
　
　
　←

　
　荒
木

　藤
子

○
八
川
・
八
川
本
郷
（
２
０
–
１
９
４
１
）

　
　高
田

　富
雄
（
高
田
英
二
）

　
　
　
　
　
　←

　
　高
田

　英
二

○
八
川
・
雨
川
（
２
０
–
２
２
５
９
）

　
　長
谷
川

　栄
子

　
　
　
　
　
　←

　
　長
谷
川

　幹
徳

○
八
川
・
川
西
（
２
０
–
０
２
８
８
）

　
　伊
藤

　雄
磨
（
伊
藤
智
枝
）

　
　
　
　
　
　←

　
　伊
藤

　夏
希

奥出雲町では、有害鳥獣捕獲班の皆さんに有害鳥獣を捕獲・駆除してい
ただいています。令和７年12月の捕獲・駆除頭数実績は次のとおりです。

【お問い合わせ】　農業振興課 農業生産・鳥獣係
　　　　　　　　電話：５２－２６７９
　　　　　　　　有線：２０－４０００（内線４３３8）

地域 ニホンジカ イノシシ タヌキ カラス サギ類

10

3

13

30

5

35

10

3

13

124

0

124

1

0

1

その他

1

0

1

仁多地域

横田地域

合計

有害鳥獣の捕獲・駆除実績有害鳥獣の捕獲・駆除実績

※その他は、アナグマ、ヌートリア等の合計です。
有害鳥獣による農作物被害があった場合は、下記までご連絡ください。★★確定申告関連の相談★★� （問）税務課52－2671

所得税確定申告及び
町県民税申告相談

1日（日）～3日（火） 役場仁多庁舎
4日（水）～16日（月） 横田コミセン

★★イベント★★�

合同企業説明会 3日（土） 13：30～15：30 役場仁多庁舎 （問）定住産業課
 54-2524

町体協レク部軽スポーツ体験会
（ボッチャ、モルック） 25日（日） 13：00～ 奥出雲町民体育館（問）奥出雲町体育協会

 52-2672

★★3月定例会★★� （問）議会事務局52-2678
本会議（初日） 2日（月） 9：30
予算決算特別委員会（1日目） 3日（火） 9：30
予算決算特別委員会（2日目） 4日（水） 9：30
総務経済常任委員会 5日（木） 9：30
教育福祉常任委員会 6日（金） 9：30
本会議（一般質問1日目） 9日（月） 9：00
本会議（一般質問2日目） 12日（木） 9：00
予算決算特別委員会（集約） 16日（月） 10：00
本会議（最終日） 19日（木） 9：30

※日程は変更になる場合があります。

★★古紙回収★★�（問）環境政策課54－2513

⼋川
八川コミセン

7日
（土）三井野原ふれあいセンター

⾺⽊ 馬木コミセン
布勢 布勢コミセン

14日
（土）阿井

家畜集合施設
下阿井運動広場

三沢 三沢公民館

横⽥
横田コミセン横

21日
（土）役場横田庁舎裏

⿃上 鳥上コミセン

三成
役場仁多庁舎玄関横

28日
（土）

下高尾旧消防格納庫

⻲嵩
亀嵩基幹集落センター
鳥谷木材店車庫

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
、
林
野
火
災

注
意
報
・
警
報
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

林
野
火
災
の
予
防
上
危
険
な
気
象
状
況
に

な
っ
た
場
合
、
林
野
火
災
注
意
報
ま
た
は

林
野
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

　
注
意
報
ま
た
は
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
、
次
の
よ
う
な
火
の
使
用
制
限
が
か
か

り
ま
す
。

・
山
林
・
原
野
に
お
い
て
火
入
れ
を
し
な

い
こ
と

・
花
火
を
し
な
い
こ
と

・
火
遊
び
又
は
た
き
火
を
し
な
い
こ
と（
注
：

草
焼
き
は
た
き
火
に
含
ま
れ
ま
す
）

・
可
燃
物
の
近
く
で
喫
煙
を
し
な
い
こ
と

・
山
林
、
原
野
等
で
喫
煙
を
し
な
い
こ
と

・
残
火
、
取
り
灰
又
は
火
粉
を
始
末
す
る

こ
と

　
警
報
発
令
時
、
火
の
使
用
制
限
に
違
反

し
た
場
合
、
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
雲
南
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検

索
い
た
だ
く
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
　
雲
南
消
防
本
部

☎
０
８
５
４
‒
４
０
‒
０
１
１
９

奥
出
雲
消
防
署

☎
０
８
５
４
‒
５
４
‒
２
１
６
６

海
上
保
安
官
募
集

【
海
上
保
安
官
採
用
試
験（
令
和
９
年
４

月
入
校
）】

◆
受
付
期
間
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
２
月

19
日（
木
）〜
３
月
23
日（
月
）

◆
第
１
次
試
験
日
　
５
月
24
日（
日
）

【
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験（
特
別
）

（
令
和
８
年
10
月
入
校
）】

◆
受
付
期
間
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
３
月

２
日（
月
）〜
３
月
23
日（
月
）

◆
第
１
次
試
験
日
　
５
月
10
日（
日
）

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
人
事
院
採
用

情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
　
境
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
８
５
９
‒
４
２
‒
２
５
３
２

島
根
い
の
ち
の
電
話 

第
45
期 

相
談
員
養
成
講
座
募
集

【
第
１
課
程 

公
開
講
座
】

　
自
己
を
見
つ
め
他
者
を
理
解
す
る
人
間

関
係
の
基
礎
に
つ
い
て
講
義
を
中
心
に
学

習
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員
　
50
名
程
度（
会
場
参
加
者
） 

◆
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す 

◆
受
講
費
用
　
１
万
円 

◆
受
講
期
間
　
４
月
４
日
〜
６
月
20
日 

◆
会
場
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根（
松
江
市

東
津
田
町
）・
自
宅
等
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受

講
も
出
来
ま
す
。

※
相
談
員
に
な
る
に
は
、
第
1
過
程
終
了

後
第
2
課
程
の
受
講
が
必
要
で
す
。

◆
お
申
し
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
〆
切
：
３
月
20

日（
金
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
　
島
根

い
の
ち
の
電
話
事
務
局
　

☎
０
８
５
２
‒
３
２
‒

５
９
８
５

島
根
県
収
入
証
紙
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　
県
の
手
数
料
等
の
納
付
に
使
用
す
る
収

入
証
紙
を
令
和
８
年
３
月
末
日
を
も
っ
て

廃
止
し
、
新
た
な
納
付
方
法
に
移
行
し
ま

す
。

◆
販
売
期
間
　
令
和
８
年
３
月
末
日
ま
で

◆
使
用
期
間
　
令
和
８
年
９
月
末
日
ま
で

◆
未
使
用
の
収
入
証
紙
の
還
付
　
令
和
13

年
３
月
末
日
ま
で

◆
収
入
証
紙
に
代
わ
る
納
付
方
法（
※
）

・
し
ま
ね
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス（
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
ペ
イ
ジ
ー
、PayPay

）

・
専
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム（
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
）

・
納
付
書
・
納
入
通
知
書（
金
融
機
関
窓
口
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
現
金
納
付
、

ペ
イ
ジ
ー
）

・
申
請
窓
口
で
の
納
付（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
等
　
＊
現
金
で
納
付
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。）

※
手
続
き
に
よ
り
使
用
で
き
る
納
付
方
法

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
順
次
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
　
島
根
県
出
納
局
審
査

指
導
課
　

☎
０
８
５
２
‒
２
２
‒
６
３
２
５

★★幼児健診★★� （問）健康福祉課54－2781
3歳児健診 19日（木） 令和4年7月・8月生 13:00～13:15 奥出雲健康センター

★★健康に関する相談★★�
こころの健康相談日 9日（月） 14:00～15:00（予約制） 役場仁多庁舎

（問）健康福祉課
　　54-2781⻭と⼝の健康相談室

健康・栄養相談日 13日（金） 10:00～12:00（予約制） 役場横田庁舎

もの忘れ相談会 18日（水） 15:00～16:00（予約制） 奥出雲町地域
包括支援センター

（問）奥出雲町地域包括支援センター
　　54-2512

こころの健康＆もの忘れ相談 17日（火） 13:00～15:00（予約制）
雲南保健所 （問）雲南保健所

　　42-9642アルコールによる困りごと相談 16日（月） 13:00～15:00（予約制）
難病、治療、生活などに関する相談 月～金  8:30～16:30

しまね難病相談
支援センター

（問）しまね難病相談支援センター
　　0853-24-8510難病患者の就労に関する相談 11日（水） 13:30～15:30（予約制）

★★結婚・子育てに関する相談★★�
結婚・子育て
コンシェルジュ相談所

15日（日）
10：00～15：00

横田コミセン （問）定住産業課
　　54-252424日（火） カルプラ仁多

結婚相談所「はぴこ」
8日（日） 10：00～15：00 横田コミセン （問）奥出雲はぴこ会

090−2860−2082（渡部）11日（水） 16：00～19：00 カルプラ仁多

★★その他の相談★★�

出張年金相談
6日（金） 10：00～15：30

（予約制）
役場仁多庁舎 （予約先）

　松江年金事務所  0852-23-954019日（木） 役場横田庁舎
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出雲國
たたら風土記
～鉄づくり千年が 生んだ物語～

※

図
書
室
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　仁
多
仏
教
会

　様

　
　
　仁
多
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　様

　日本遺産とは平成 27 年から始まった日
本各地の文化や風習、文化財などを「ストー
リー」として文化庁が認定したものです。
認定された「出雲國たたら風土記～鉄づく
り千年が生んだ物語～」語る上で欠かせな
い文化財として、今回は【奥出雲たたら製
鉄及び棚田の文化的景観】を紹介します。
　奥出雲たたら製鉄及び棚田の文化的景観
は、たたら製鉄、砂鉄を採取する鉄穴（か
んな）流し、そしてその跡地を利用してつく
られた棚田によって形づくられてきた景観で
す。
　鉄穴横手（水路）や鉄穴残丘が点在す
る棚田が広がる農山村集落は、かつてたた
ら製鉄用の木炭を供給していた鉄山（てつ
ざん）の山々に囲まれています。そしてそ
の一部では現在もたたら製鉄が行われてお
り、この景観は日本における人々の生活や
生業を理解するうえで欠かすことのできな
い貴重なものです。
　たたら製鉄に用いる砂鉄を採取した鉄穴
流しの跡地は、棚田として整備され、今も
美しい姿を保っており、この棚田から生ま
れる「仁多米」は、西日本を代表する米と
して高く評価され、多くの食通を魅了してい
ます。これらの棚田は、先人たちが築き上
げた文明と自
然との共生とい
うストーリーを、
現代に伝える
象徴となって
います。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　図
書
室

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室
　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室
　
☎
５
２‐

０
９
４
９

誉
田 

哲
也 

著

湊 

か
な
え 

著

濱
村 

圭 

著

前
田 

安
正 

著

荒
木 

健
太
郎 

文
・
写
真
・
絵

熊
谷 

博
人 

文
・
絵

新
井 

け
い
こ 

作

宮
島 

未
奈 

著

知
念 

実
希
人 

著

山
本 
り
い
子 

著

利
根
川 
裕 
著

加
藤 

休
ミ 

さ
く

と
よ
た 

か
ず
ひ
こ 

さ
く
・
え

Ｗ
ｉ
Ｌ
Ｌ
こ
ど
も
知
育
研
究
所 

編
著

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

3
月
の
休
室
日

月
曜
日
、祝
日
、

月
末
休
室（
３１
日
）

日
曜
日
、祝
日

　兵力わずか四千の毛利元就軍が二万八千
の陶晴賢軍を打ち破った名勝負の影には、
壮絶な人間ドラマがあった。「これまで誰
も書きえなかった厳島合戦の全貌を描き、
我が国の歴史文学の空白を埋める記念碑的
作品」。
　縄田一男氏絶賛！　謀略で勝利した元就
と義を貫いて敗れた晴賢。対照的な二人の
武将を通して人間の矜持を問う！

　（出版社紹介より記載）

『厳島』
3
月
の
休
室
日

「
た
と
え
ば
孤
独
と
い
う
名
の
嘘
」

「
暁
星
」

「
親
子
で
楽
し
む
ほ
ぼ
無
添
加
レ
シ
ピ
」

「
Ａ
Ｉ
に
書
け
な
い
文
章
を
書
く
」

「
そ
ら
の
に
じ
い
ろ
」

「
う
れ
し
た
の
し
江
戸
文
様
」

「
や
さ
し
さ
バ
ト
ン
」

「
成
瀬
は
都
を
駆
け
抜
け
る
」

「
閲
覧
厳
禁
」

「
蒸
し
料
理
は
、フ
ラ
イ
パ
ン
で
」

「
あ
ら
す
じ
と
写
真
で
わ
か
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
て
の
歌
舞
伎
」

「
さ
か
な
を
た
べ
た
あ
と
の
ほ
ね
」

「
ゆ
た
ん
ぽ
さ
ん
で
す
。」

「
作
業
療
法
士
の
一
日
」

　　

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0854-54-2505  ■

Ｆ
Ａ
Ｘ：
0854-54-1229

発
行
所
／
島
根
県
奥
出
雲
町
役
場
 編
集
／
総
務
課

〒699-1592 島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町
三
成
358

番
地
1
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